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 厚生労働省より、九州沖縄地域における「建
築一式」に係る一般競争参加資格の認定の際
に客観的事項（共通事項）について算定した
点数（経営事項評価点数）が1050点以上で
あること。
また、の再認定を受けた者にあっては、
当該再認定の際に経営事項評価点数が建築一
式工事において1050点以上であること。
 会社更生法に基づき更生手続開始の申立て
がなされている者又は民事再生法に基づき再
生手続開始の申立てをした者（の再認定を
受けた者を除く。）でないこと。
 平成15年度以降に元請けとして完成引渡し
が完了した次に揚げる工事の施工実績を有す
ること。（共同企業体の構成員としての実績
は、出資比率が20％以上の場合のものに限る。
また、施工実績は施工中のものを除く。）
 建物用途 医療施設・老人福祉施設。
 建築構造等 ＲＣ造又はＳＲＣ造地上２
階建て以上、延床面積2500以上の新築
又は増築

１ 工程管理に対する技術的所見が適正で
あること。
２ 品質管理に対する技術的所見が適正で
あること。
 次に掲げる基準を満たす監理技術者を当該
工事に専任で配置できること。
 １級建築施工管理技士又は一級建築士の
資格を有するものであること。
 平成17年度以降に、上記に掲げる完
成・引渡しが完了した工事の経験を有する
者であること。なお、当該経験が厚生労働
省及び他省庁が発注した工事のうち500万
円を超える請負工事にあっては、「工事成績
評定表」の評定点合計が65点未満のものを
除くこと。
 監理技術者にあっては、監理技術者資格
者証及び監理技術者講習修了証を有する者
又はこれに準ずる者であること。
 配置予定技術者と競争参加資格確認申請
書（以下「申請書」という。）の提出者の間
に直接的かつ恒常的な雇用関係が技術資料
申請書受付日以前に３ヶ月以上継続してい
ること。

 申請書及び資料の提出期限の日から開札の
時までの期間に、厚生労働省から工事請負契
約に係る指名停止等の措置要領に基づく指名
停止を受けていないこと。
 入札に参加しようとする者の間に資本関係
又は人的関係がないこと（資本関係又は人的
関係がある者のすべてが共同企業体の代表者
以外の構成員である場合を除く。）。（入札説明
書参照）
 上記１に示した工事に係る設計業務等の受
託者又は当該受託者と資本若しくは人事面に
おいて関連がある建設業者でないこと。
 警察当局から、暴力団員が実質的に経営を
支配する建設業者又はこれに準ずるものとし
て、厚生労働省発注工事等からの排除要請が
あり、当該状態が継続している者でないこと。
 過去１年以内に、厚生労働省所管法令違反
があり、社会通念上著しく信用を失墜してお
り、当該業務遂行に支障を来すと判断される
者でないこと。
 次の各号に掲げる制度が適用される者に
あっては、この入札の入札書提出期限の直近
２年間（及びについては２保険制度）の
保険料について滞納がないこと。
厚生年金保険 健康保険（全国健康保
険協会が管掌するもの）船員保険 国民
年金 労働者災害補償保険 雇用保険
 総合評価落札方式に係る「安全管理及び環
境配慮に係わる具体的な施工計画」が適正で
あること。
 競争への参加を希望する者は、別紙「自己
申告書」を令和２年12月23日までに提出する
こと。
 その他予決令第73条の規定に基づき、支出
負担行為担当官が定める資格を有する者であ
ること。
 次の事項に該当する者は、競争に参加でき
ない。
・資格審査申請書又は添付書類に虚偽の事実
を記載した者
・経営の状況又は信用度が極度に悪化してい
る者

３ 総合評価落札方式に関する事項
 総合評価落札方式の仕組み
本工事の総合評価落札方式は、標準点100
点（入札説明書に示された内容を満たしてい
る場合に付与する点数をいう。）に加算点20点
（２に関する提案（以下「技術提案」とい
う。）など以下に示す評価項目に応じて付与す
る点数をいう。）を加え、評価値を算出し落札
者を決定する方式とする。
その概要を以下に示すが、具体的な技術的
要件及び入札の評価に関する基準等について
は、入札説明書において明記している。
 評価項目
評価項目：以下に示す項目を評価項目とす
る。
 評価テーマに対する提案
 地域貢献度に関する事項
 ワーク・ライフ・バランスに関する事項

４ 入札手続等
 担当部局 〒9051635 沖縄県名護市字済
井出1192 国立療養所沖縄愛楽園会計課施設
管理係 電話0980528331 内線510
 入札説明書の交付期間、場所及び方法 令
和２年10月２日から令和２年12月18日まで
（土曜日、日曜日及び祝祭日を除く毎日８時
30分から17時15分まで）の担当部局にて交
付する。
なお、交付に当たってはＵＳＢメモリー等
電子記録媒体を持参のこと。

 申請書及び資料の提出期間、場所及び方法
令和２年10月２日８時30分から令和２年12
月23日17時15分（土曜日、日曜日及び祝祭日
を除く。）までにの担当部局に持参又は郵送
すること。（資料の作成にかかる費用は提出者
の負担とし、提出された資料は、当該経理責
任者による競争参加資格の確認以外に無断で
使用する事はできない。また、提出された資
料は返却されない。）
 入札及び開札の日時及び場所並びに入札書
の提出方法 入札書は、令和３年１月21日17
時15分までに、紙入札方式のため書面により
提出すること。国立療養所沖縄愛楽園会計課
に持参すること。ただし、郵送による入札の
場合は、書留郵便によるものとし、令和３年
１月21日16時00分までにの担当部局に必着
すること。
開札は、令和３年１月22日10時00分国立療
養所沖縄愛楽園福祉棟会議室において行う。

５ その他
 手続において使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨に限る。

 入札保証金及び契約保証金
 入札保証金 免除。ただし、入札保証保
険証券による保証を付すものとする。この
場合の保証金額は、見積代金額の100分の
５以上とする。
 契約保証金 免除。ただし、落札者は公
共工事履行保証証券による保証（２年のか
し担保保証特約を付したものに限る。）を付
すものとする。この場合の保証金額は、請
負代金額の10分の３以上とする。

 入札の無効 本公告に示した競争参加資格
のない者のした入札、申請書又は資料に虚偽
の記載をした者の入札及び入札に関する条件
に違反した入札は無効とする。
また、入札に参加した者が誓約書を提出せ
ず、又は虚偽の誓約をし、若しくは誓約書に
反することとなったときは、当該者の入札を
無効とするものとする。
 落札者の決定方法 落札者の決定は、競争
参加資格の確認がなされた者の中で上記３
の評価方法で決定するものとする。なお、具
体的には入札説明書による。

 評価の方法及び落札者の決定 入札参加者
の技術提案等による評価項目（評価指標）を
評価し、
評価値＝｛（標準点＋加算点）／（入札価格）｝
の最も高い者を落札者とする。
落札の条件は、次のとおりとする。
 入札価格が予定価格の制限範囲内である
こと。
 提案内容が発注者の設定している最低限
の要求要件を下回らないこと。また、最低
限の要求要件である標準点を予定価格で除
した数値（以下「基準評価値」という。）を
下回らないこと。

 上記３において、評価値の最も高い者が
２人以上ある場合は、当該者にくじを引かせ
て落札者を決定する。
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